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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
公
平
委
員
会
の
事
務
の
受
託
（
三
六
八
・
三
六
九
・
市
町
村
課
）
…
…
１

◯
結
核
予
防
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
（
三
七
〇
・
秋
田
中
央
保
健

所
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
都
市
計
画
の
変
更
及
び
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧
（
三
七
一
・
都
市

計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
三
七
二
・
山
本
地
域
振
興

局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

公
　
告

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
の
届
出
（
山
本
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
合
併
の
認
可
（
平
鹿
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
２

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

◯
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
三
一
）
…
…
…
…
…
２

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
七
条
第
四

項
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
三
種
町
の
公
平
委
員
会
の
事
務
を
次
の

規
約
の
と
お
り
受
託
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
百
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

三
種
町
と
秋
田
県
と
の
間
の
公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
（
委
託
事
務
の
範
囲
）

第
一
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
七

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
種
町
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）
は
、

同
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
平
委
員
会
の
事
務
を
秋
田
県
（
以
下

「
乙
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
。

（
管
理
及
び
執
行
）

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
た
事
務
（
以
下
「
委
託
事
務
」
と

い
う
。
）
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
に
関
す
る
乙
の
人

事
委
員
会
規
則
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
経
費
の
支
弁
）

第
三
条

委
託
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
要
す
る
経
費
は
乙
が
支
弁

し
、
そ
の
経
費
は
甲
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
経
費
の
負
担
に
関
し
て
は
、
事
務
処
理
に
要
し
た
実
費
に
つ
き

乙
が
精
算
し
た
額
と
し
、
乙
の
請
求
に
よ
り
甲
が
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
決
算
の
場
合
の
措
置
）

第
四
条

乙
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、決
算
の
要
領
を
公
表
し
た
と
き
は
、

同
時
に
当
該
決
算
の
委
託
事
務
に
関
す
る
部
分
を
甲
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

（
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
の
場
合
の
措
置
）

第
五
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
人
事
委
員
会

規
則
等
の
制
定
改
廃
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
直
ち
に
そ
の

旨
を
書
面
で
甲
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

甲
が
職
員
に
関
す
る
条
例
、
規
則
等
を
制
定
改
廃
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
こ
れ
を
書
面
で
乙
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
必
要
な
事
項
）

第
六
条

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
と
乙
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
約
は
、
乙
の
議
会
の
議
決
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
七
条
第
四

項
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
能
代
市
の
公
平
委
員
会
の
事
務
を
次
の

規
約
の
と
お
り
受
託
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
百
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

能
代
市
と
秋
田
県
と
の
間
の
公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
（
委
託
事
務
の
範
囲
）

第
一
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
七

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
能
代
市
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）
は
、

同
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
平
委
員
会
の
事
務
を
秋
田
県
（
以
下

「
乙
」
と
い
う
。）
に
委
託
す
る
。

（
管
理
及
び
執
行
）

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
た
事
務
（
以
下
「
委
託
事
務
」
と

い
う
。
）
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
に
関
す
る
乙
の
人

事
委
員
会
規
則
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
経
費
の
支
弁
）

第
三
条

委
託
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
要
す
る
経
費
は
乙
が
支
弁

し
、
そ
の
経
費
は
甲
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
経
費
の
負
担
に
関
し
て
は
、
事
務
処
理
に
要
し
た
実
費
に
つ
き

乙
が
精
算
し
た
額
と
し
、
乙
の
請
求
に
よ
り
甲
が
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
決
算
の
場
合
の
措
置
）

第
四
条

乙
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、決
算
の
要
領
を
公
表
し
た
と
き
は
、

同
時
に
当
該
決
算
の
委
託
事
務
に
関
す
る
部
分
を
甲
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

（
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
の
場
合
の
措
置
）

第
五
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
人
事
委
員
会

規
則
等
の
制
定
改
廃
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
直
ち
に
そ
の

旨
を
書
面
で
甲
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

甲
が
職
員
に
関
す
る
条
例
、
規
則
等
を
制
定
改
廃
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
こ
れ
を
書
面
で
乙
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
必
要
な
事
項
）

第
六
条

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
と
乙
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
約
は
、
乙
の
議
会
の
議
決
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、次
の
と
お
り
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、

結
核
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
第
二
条
の
五

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

告
　
　
　
　
　
　
示

名
　
　
　
称

調
剤
薬
局
ツ
ル
ハ

ド
ラ
ッ
ク
男
鹿
店

所
　
　
　
在
　
　
　
地

秋
田
県
男
鹿
市
脇
本
脇
本
字
石

館
十
六

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
三

月
二
十
三
日
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２

平
成
十
八
年
二
月
十
七
日
県
営
土
地
改
良
事
業
（
摩
当
地
区
担
い
手
育
成

基
盤
整
備
事
業
）
の
換
地
処
分
を
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
山
本
町
泉
八
日
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の

就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す

る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
三
種
町
森
岳
字
泉
八
日
九
十
四
番
地
　
　
　
　
　
三
　
浦
　
弘
　
美

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
七
十
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
土
地
改
良
区
の
合
併
を
認
可
し

た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
土
地
改
良
区

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
一
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を
変
更

し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
都

市
計
画
の
図
書
を
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。

十
文
字
町
土
地
改
良
区

二
　
合
併
に
よ
り
解
散
し
た
土
地
改
良
区

平
鹿
郡
十
文
字
町
十
三
合
堰
土
地
改
良
区

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
土
地
改
良
区

十
文
字
町
睦
合
土
地
改
良
区

秋
選
管
告
示
第
三
十
一
号

公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
田
　
中
　
伸
　
一

公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
秋
選
管
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
、

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中

「

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
海
光
苑
　
　
　
山
本
郡
八
森
町
字
寺
の
後
川
向
八
番
地
一
　
　
を

」

「

特
別
養
護
老
人
ホ
　
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
寺
の
後
川
向
八
番

ー
ム
海
光
苑
　
　
　
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

」

「

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ぶ
な

の
森
　
　
　
　
　
　
山
本
郡
八
森
町
字
寺
の
後
川
向
八
番
地
一
　
　
を

」

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

鷹
巣
都
市
計
画
道
路
（
三
・
四
・
三
号
太
田
川
口
線
）
の
変
更

二
　
都
市
計
画
を
変
更
し
た
土
地
の
区
域

変
更
し
た
部
分
　
北
秋
田
市
元
町
並
び
に
鷹
巣
字
下
家
下
、字
東
上
綱
、

字
東
中
岱
、
字
西
中
岱
及
び
字
小
中
岱
の
一
部

三
　
都
市
計
画
の
変
更
年
月
日
　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

「

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ぶ
な
　
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
寺
の
後
川
向
八
番

の
森
　
　
　
　
　
　
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

」

「

社
会
福
祉
法
人
八

森
峰
浜
ふ
く
し
会
　
山
本
郡
峰
浜
村
水
沢
字
下
カ
ッ
チ
キ
台
四

特
別
養
護
老
人
ホ
　
十
一
番
地
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

ー
ム
松
波
苑

」

「

社
会
福
祉
法
人
八

森
峰
浜
ふ
く
し
会
　
山
本
郡
八
峰
町
峰
浜
水
沢
字
下
カ
ッ
チ
キ

特
別
養
護
老
人
ホ
　
台
四
十
一
番
地
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ー
ム
松
波
苑

」

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項

第
五
号
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建
築

基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日

道
路
の
幅
員

六
メ
ー
ト
ル

道
路
の
延
長

二
四
・
〇
六
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
峰
浜
村
水
沢
字
カ
ッ
チ
キ
台
三
番
地
十
一

笠
　
原
　
保
　
三

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

能
代
市
字
昇
平
岱
二
番
七
、
二
番
十
六
の
内

公
　
　
　
　
　
　
告

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

古紙配合率100％

発

行

者

秋
　
　
田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E-m
ail:m

atsubara@
m
atsubarainsatsu.co.jp


